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審 査 の 結 果 の 要 旨
　Polyporus属の菌類は、森林に広く分布し、倒木や落葉などの分解者として森林生態系における重要な役
割を担っていることが知られている。しかし、中には生立木を腐朽するものもあり、樹木や果樹などに被害
を及ぼすため、病原菌として知られているものもある。また、木材腐朽能力が高いため、これらに関する酵
素類が産業的に利用されているものもある。このように本属は、菌類の中で重要な位置を占めているにも関
わらず、形態的に極めて変異が大きいため、近縁属との相異や境界が不明遼で、分類学的な定義が未だ明確
にされていない。そのため、従来から、本属とその関連属については、系統・分類学的再検討が切望されて
いた。そこで、本研究は、アジアをはじめ世界各地から標本と菌株を収集し、これらを用いて Polyporus属
及び関連属の分子系統解析を行うとともに、これらの形態的特徴と系統の関係を明らかにし、分類学的再検
討を目的として行ったものである。系統解析では、これらの間の系統を明確にするために、近縁なグループ
のデータを加えて、様々な手法を用いて解析し、極めて信頼性の高い系統樹を確立している。そして、この
系統と形態的特特徴との関係を詳細に検討し、これらを 2新属を含む計 8属に整理し分類学的な再編を行っ
ている。
　以上のように、本研究は、これまで、不明瞭であった Polyporus属と関連属の系統関係を明らかにし、系
統と関連する分類形質を見出し、新しい分類システムを提案したものであり、これらの菌類のみならず、菌
類全体の系統分類学に大きな進展をもたらす成果として大変高く評価される。また、菌類の特定や同定など
でも本属および関連属菌の取り扱いが明確となり、応用面での貢献も大きいと判断される。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
